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研究成果の概要（和文）：本研究は、悪性髄膜腫に対する新規治療法を確立するために、悪性髄膜腫に特有の遺伝子（
マイクロRNAなど）を探索し、それを遺伝子工学的に操作することで腫瘍細胞の治療効果を検討するものである。本実
験では、悪性髄膜腫で高率に発現している２つのマイクロRNA(miR488 and mrR335)が抽出され、培養細胞において増殖
抑制効果を検討した。またマイクロアレイにて悪性髄膜腫に高率に発現している3つの遺伝子(ISLR, SDHAP1 and CNTNA
P3)を抽出した。今後治療効果を検討する予定である。

研究成果の概要（英文）：To establish a new therapy for malignant meningioma, the specific gene in 
malignant meningioma such as micro RNA and specific DNA were explored.
Tow microRNA (miR488 and mrR335) and three DNA (ISLR, SDHAP1 and CNTNAP3) were expressed at a high rate.

研究分野：脳神経外科

キーワード： 悪性髄膜腫　マイクロRNA　遺伝子発現　マイクロアレイ
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１．研究開始当初の背景

髄膜腫は原発性脳腫瘍うち最も多く発生する

脳腫瘍であり、大部分は孤発性でゆっくり増

大する良性（

手術で残存すると高率に再発する。一割弱の

頻度で増大傾向が高い

2）や

する。この

は十分な外科的摘出が困難であるばかりか、

放射線療法を行なっても再発や周辺脳組織や

頭皮下に浸潤を起こすために治療困難であり

（図１）、最終的には死にいたる。

は生命予後を改善する有効な治療法は全くな

く、新たな治療法の開発が切望されている。
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